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ご
あ
い
さ
つ

　

先
の
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
で
、
日
本
共
産
党
府
議
会
議
員
団
は
、

現
職
十
一
人
全
員
の
再
選
と
山
科
区
、
伏
見
区
（
二
人
目
）
の
議
席

回
復
に
加
え
、
八
幡
市
（
定
数
二
）
で
初
の
議
席
を
獲
得
し
、
十
四

人
へ
と
躍
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
の
「
戦
争
立
法
」

問
題
を
は
じ
め
安
倍
政
権
の
暴
走
ス
ト
ッ
プ
と
、
住
民
の
福
祉
・
く

ら
し
に
か
か
わ
る
切
実
な
要
求
の
訴
え
に
共
感
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
憲
法
破
壊
の
く
わ
だ
て
を
阻
止
す
る
と
と
も
に
、
い

の
ち
・
く
ら
し
の
切
実
な
要
求
実
現
に
む
け
、
総
力
を
あ
げ
て
た
た

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

日
本
共
産
党
京
都
府
議
会
議
員
団　

 

団
長　

前
窪 

義
由
紀
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2
0
1
5
年
５
月
臨
時
議
会
を
終
え
て

2
0
1
5
年
５
月
22
日　
　

日
本
共
産
党
京
都
府
会
議
員
団　
団
長 

前
窪 

義
由
紀

　

５
月
18
日
に
開
会
し
た
５
月
臨
時
議
会
が

本
日
、
22
日
閉
会
し
た
。

　

今
議
会
は
、
先
に
行
わ
れ
た
京
都
府
議
会

議
員
選
挙
を
踏
ま
え
、
議
長
・
副
議
長
や
議

会
選
出
の
監
査
委
員
の
選
任
、
お
よ
び
各
常

任
委
員
会
な
ら
び
に
特
別
委
員
会
の
委
員
構

成
の
確
定
と
正
・
副
委
員
長
の
選
出
等
を
行

う
と
と
も
に
、
専
決
し
た
２
議
案
が
提
案
さ

れ
、
そ
の
う
ち
、
第
２
号
議
案
「
京
都
府
府

税
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

承
認
を
求
め
る
件
」
に
反
対
し
た
。

１
、
第
２
号
議
案
「
京
都
府
府
税
条
例
の
一

部
改
正
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
承
認
を
求
め

る
件
」
は
、
法
人
企
業
の
外
形
標
準
課
税
の

拡
大
や
、
す
で
に
一
般
化
し
た
「
エ
コ
カ
ー
」

に
対
す
る
自
動
車
取
得
税
・
自
動
車
税
の
グ

リ
ー
ン
税
制
等
を
含
ん
で
お
り
、
ま
た
、
資

産
流
動
化
法
に
も
と
づ
く
、
事
実
上
大
企
業

や
大
手
事
業
所
を
対
象
と
し
た
、
特
定
目
的

会
社
が
取
得
す
る
不
動
産
取
得
税
へ
の
特
例

税
率
等
の
延
長
で
あ
り
、
反
対
し
た
。

２
、
我
が
党
議
員
団
は
、
各
議
員
団
に
対
し
、

議
会
開
会
日
に
、
議
長
・
副
議
長
の
選
出
に

あ
た
っ
て
は
、
憲
政
の
常
道
に
立
っ
て
、
議

席
数
に
応
じ
た
選
出
を
行
う
と
い
う
、
民
意

が
正
し
く
反
映
さ
れ
る
ル
ー
ル
に
も
と
づ
く

選
出
を
行
う
と
と
も
に
、
永
年
に
わ
た
り
自

民
・
公
明
・
民
主
等
に
よ
っ
て
、
常
任
委
員

会
、
特
別
委
員
会
の
委
員
長
・
副
委
員
長
か

ら
、
日
本
共
産
党
を
排
除
す
る
と
い
う
異
常

な
事
態
を
改
め
る
よ
う
、
議
会
の
民
主
的
な

構
成
を
求
め
る
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

　

と
り
わ
け
、
今
回
は
、
日
本
共
産
党
が
改
選

時
11
議
席
か
ら
14
議
席
へ
と
躍
進
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
結
果
、
議
席
数
で
民
主
党
を
追
い

抜
き
、
自
民
党
に
つ
ぐ
第
二
党
の
位
置
を
占
め

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
対

応
を
す
る
こ
と
は
当
然
と
厳
し
く
求
め
た
。

　

と
こ
ろ
が
自
民
・
公
明
・
民
主
等
は
、
旧
態

依
然
と
し
た
「
オ
ー
ル
与
党
」
の
枠
組
み
に
固

執
し
た
議
長
・
副
議
長
の
選
出
を
行
い
、
ま
た
、

議
会
選
出
の
監
査
委
員
も
自
民
会
派
が
独
占

し
た
。
さ
ら
に
、
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会

の
委
員
長
・
副
委
員
長
も
、
す
べ
て
自
民
・
公

明
・
民
主
会
派
が
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
選
挙
で
示
さ
れ
た
民
意
や
、
議

会
の
公
正
で
民
主
的
な
運
営
を
踏
み
に
じ
る

暴
挙
で
あ
り
、
我
が
党
議
員
団
は
厳
し
く
抗

議
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
も
と
も
と
常
任
委
員
会
に
つ
い
て

は
、
従
来
ど
お
り
の
６
つ
の
委
員
会
で
あ
れ
ば
、

躍
進
し
た
我
が
党
議
員
数
に
よ
り
、
２
つ
の
常

任
委
員
会
で
副
委
員
長
を
獲
得
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
議
席
数
で
は
我

が
党
議
員
を
役
員
か
ら
排
除
で
き
な
い
た
め
、

今
度
は
常
任
委
員
会
構
成
を
現
行
６
つ
か
ら
５

つ
に
削
減
し
、
そ
れ
に
よ
り
投
票
で
我
が
党
議

員
を
副
委
員
長
に
選
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

よ
う
に
す
る
暴
挙
を
強
行
し
た
こ
と
は
、
異
常

な
党
利
党
略
そ
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
新

た
な
部
局
と
し
て
「
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
」、「
環

境
部
」
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
や
、
行
政
課
題
や

府
民
要
求
が
多
様
化
、
山
積
し
、
審
議
の
充

実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
ら
を
審
議
す
る
常
任
委
員
会
を
減
ら
す
こ

と
は
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
べ
き
議
会

の
役
割
を
弱
め
る
も
の
で
あ
る
。

３
、
一
方
、
選
挙
で
躍
進
し
議
席
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
り
、
議
会
運
営
委
員
が
３
名
か
ら
４

名
と
な
り
、
ま
た
、
都
市
計
画
審
議
会
委
員

も
１
名
か
ら
２
名
へ
と
増
え
た
。
さ
ら
に
、
関

西
広
域
連
合
議
会
議
員
は
、
こ
れ
ま
で
与
党
調

整
で
投
票
に
よ
り
我
が
党
を
排
除
し
て
き
た
が
、

今
回
は
投
票
に
よ
り
我
が
党
議
員
が
議
席
を

得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、「
オ
ー
ル
与
党
」

の
古
い
枠
組
み
を
も
っ
て
し
て
も
、
民
意
と
そ

れ
に
も
と
づ
く
議
席
増
の
前
に
、
我
が
党
を
排

除
し
き
れ
な
い
事
態
を
生
ん
だ
も
の
で
、
こ
の

古
い
枠
組
み
に
風
穴
を
あ
け
る
重
要
な
前
進
で

あ
る
。
同
じ
く
初
選
出
さ
れ
た
京
都
市
会
の
我

が
党
関
西
広
域
連
合
議
員
と
も
連
携
・
協
力

し
、
そ
の
条
件
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
、「
地

方
創
生
」
や
道
州
制
等
へ
の
動
き
に
対
し
、
厳

し
い
論
戦
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

我
が
党
議
員
団
は
、
い
っ
せ
い
地
方
選
挙

で
躍
進
し
た
力
を
土
台
に
、
当
面
の
「
戦
争

法
案
」
成
立
阻
止
、安
倍
政
権
の
暴
走
ス
ト
ッ

プ
、
暮
ら
し
を
守
る
自
治
体
づ
く
り
と
切
実

な
府
民
要
求
実
現
に
む
け
、
全
力
を
あ
げ
る

も
の
で
あ
る
。

■�

常
任
委
員
会
と
特
別
委

員
会
の
所
属
に
つ
い
て

常
任
委
員
会

●
総
務
・
警
察
委
員
会

　
　
原
田
　
完

　
　
西
脇
　
郁
子

　
　
光
永
　
敦
彦

●
府
民
生
活
・
厚
生
委
員
会

　
　
島
田
　
敬
子

　
　
山
内
　
佳
子

　
　
森
下
　
由
美

●
文
化
・
教
育
委
員
会

　
　
浜
田
　
良
之

　
　
本
庄
　
孝
夫

　
　
成
宮
　
真
理
子

●
環
境
・
建
設
交
通
委
員
会
　

　
　
迫
　
祐
仁

　
　
前
窪
　
義
由
紀

●
農
商
工
労
働
委
員
会
　

　
　
馬
場
　
紘
平

　
　
上
原
　
裕
美
子

　
　
加
味
根
　
史
朗

特
別
委
員
会

▼�

地
域
創
生
戦
略
に
関
す
る
特

別
委
員
会

　
　
光
永
　
敦
彦

　
　
島
田
　
敬
子

　
　
浜
田
　
良
之
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新しい議員より　ごあいさつ
森下 よしみ議員

（八幡市）

府議会議員
 ここにありと
安倍政権の暴走政治にノーの審
判を。とりわけ、「戦争立法による
『日本を戦争する国づくり』は許せ
ません」と訴え続け、この度の府
議会議員選挙で、念願の八幡市に
おける、定数２の壁を打ち破り議
席を勝ち取ることが出来ました。
有権者のみなさんの本当に熱い思
いを、しっかり受け止めています。
「府政ってなに」、「府議会議員っ
てなにしてるの」と言われること
のないように、住民の願いを府政
に届けるパイプ役として、いのち
と平和・民主主義を守る党の一員
として、八幡市議会議員８期がん
ばってきた経験を生かし、さらに
府議１期目として新鮮な気持ちで、
公約実現に向けてがんばっていき
たいと思います。

上原 ゆみ子議員
（京都市伏見区）

４年ぶりに府議
会に戻って来るこ
とができました。
４年前は東日本大震災と福島原発
事故があった直後でしたが、それか
らの日本国民は変化をしてきたと感
じてきました。
原発ゼロを願う運動が、全国津々
浦々で休むことなく続けられている
こと。それを契機に、秘密保護法反
対運動や沖縄新基地建設及び丹後
の米軍基地建設問題、TPP反対、ブ
ラック企業根絶など雇用問題、消費
税増税反対と社会保障の充実を求め
る声など、共同の運動がうねりを
もって広がっています。
いのち、くらし守る伏見区の議席と

して、府民の声と運動を議会に届け
論戦するために全力でがんばります。
まずは「戦争法案」の企てを止め
させること。力を合わせて全力で取
り組みましょう。

本庄 たかお議員
（京都市山科区）

８年ぶりに山科
区のいのちとくら
しを守る、悲願の府会議席を取り
戻しました。山科区では、市会の
２議席確保と合わせて３名全員の
勝利で喜びがはじけました。
選挙中に、「息子の命を助けてく
ださい」と自衛隊員の家族の訴え
が寄せられました。いよいよ「殺
し殺される国」を許すかどうかの
正念場です。「教え子を再び戦場に
送らない」と誓った教師の一人と
して、「戦争法案」は絶対に許さず、
憲法９条を守り抜きます。また、
くらしを壊す消費税増税と社会保
障の切り捨てを許さず、「マル老」
２割負担撤回と１割復活・拡充へ。
高浜原発の再稼働を許さず、府民
のいのちと安全を守る府政へ。府
の管理河川の整備と災害対策など
公約実現にがんばります。

　

５
月
21
日
午
後
、
日
本
共
産
党
京
都
府

議
団
は
、
６
月
６
日
に
京
都
府
南
部
で
開

催
さ
れ
る
航
空
自
衛
隊
「
奈
良
基
地
祭
」

で
、
航
空
自
衛
隊
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
予
行

演
習
が
計
画
さ
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、

知
事
に
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
予
行

演
習
で
は
、
低
空
飛
行
や
騒
音
な
ど
か
ら
、

府
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た

め
、
防
衛
省
と
航
空
自
衛
隊
及
び
、
航
空

行
政
を
所
管
す
る
国
土
交
通
省
に
対
し
、

「
展
示
飛
行
」
訓
練
及
び
訓
練
飛
行
の
中

止
を
申
し
入
れ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

航
空
自
衛
隊
「
奈
良
基

地
祭
」
に
お
け
る
「
展

示
飛
行
」
等
に
関
す
る

申
し
入
れ

▼�

防
災
・
危
機
管
理
対
策
特
別

委
員
会

　
　
山
内
　
佳
子

　
　
迫
　
祐
仁

　
　
前
窪
　
義
由
紀

▼�

関
西
広
域
連
合
に
関
す
る
特

別
委
員
会

　
　
加
味
根
　
史
朗

　
　
馬
場
　
紘
平

　
　
森
下
　
由
美

▼�

暮
ら
し
の
安
心
・
安
全
対
策

特
別
委
員
会

　
　
西
脇
　
郁
子

　
　
上
原
　
裕
美
子

　
　
本
庄
　
孝
夫

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員
会

　
　
成
宮
　
真
理
子

　
　
原
田
　
完

■
議
員
団
の
体
制

　
団
長

　
　
　
前
窪
　
義
由
紀

　
副
団
長

　
　
　
加
味
根
　
史
朗

　
副
団
長︵
新
︶

　
　
　
島
田
　
敬
子

　
幹
事
長

　
　
　
光
永
　
敦
彦

　
事
務
局
長

　
　
　
桝
井
　
義
行
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代表質問

2月17日
浜田よしゆき議員

（京都市北区）

戦
後
70
年
、
知
事
に

憲
法
９
条
を
守
り
抜
く
決
意
求
め
る

　

浜
田
よ
し
ゆ
き
議
員
は
、
戦
後
70
年
の
今
年
、
植
民

地
支
配
と
侵
略
戦
争
に
よ
っ
て
、
3
1
0
万
人
の
日
本

人
と
２
千
万
人
を
超
え
る
ア
ジ
ア
の
人
々
を
犠
牲
に
し

た
反
省
の
上
に
つ
く
ら
れ
た
憲
法
９
条
を
守
り
抜
く
決

意
を
知
事
に
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
安
倍
政
権
が
集
団

的
自
衛
権
行
使
の
た
め
の
法
整
備
を
強
行
し
よ
う
と
し

て
い
る
も
と
で
、
国
民
の
目
、
耳
、
口
を
ふ
さ
ぐ
憲
法

違
反
の
特
定
秘
密
保
護
法
の
反
対
・
廃
止
の
意
思
を
示

す
よ
う
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

　

昨
年
末
か
ら
本
格
運
用
を
開
始
し
た
京
丹
後
市
の
米

軍
レ
ー
ダ
ー
基
地
問
題
で
、
浜
田
議
員
は
発
電
機
に
よ

る
騒
音
被
害
や
米
兵
・
軍
属
に
よ
る
交
通
事
故
が
13
件

も
お
こ
る
な
ど
、
住
民
の
安
心
・
安
全
を
脅
か
す
事
態

が
相
次
い
で
い
る
こ
と
を
示
し
、
日
米
首
脳
会
談
で
合

意
さ
れ
て
、
わ
ず
か
半
年
で
受
け
入
れ
を
容
認
し
た
知

事
の
責
任
は
き
わ
め
て
重
大
と
批
判
し
、
知
事
の
責
任

を
追
及
。
た
だ
ち
に
発
電
機
を
停
め
る
と
と
も
に
レ
ー

ダ
ー
の
運
用
中
止
を
求
め
る
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
基
地
が
ア
メ
リ
カ
の
本
土
防
衛
を
目
的

と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
自
身
が
認
め
て

い
る
こ
と
を
示
し
、
同
基
地
の
運
用
は
「
集
団
的
自
衛

権
の
法
制
化
と
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
た
だ
ち
に
運
用

を
停
止
し
、
撤
去
を
求
め
よ
」
と
迫
り
ま
し
た
。

高
浜
原
発
再
稼
働
は
認
め
る
な

関
電
の
料
金
値
上
げ
は
道
理
な
し

　

原
子
力
規
制
委
員
会
が
高
浜
原
発
３
、
４
号
機
の
審

査
に
合
格
を
与
え
た
問
題
で
は
、
同
委
員
会
の
田
中
委

員
長
が
「
安
全
審
査
で
は
な
く
基
準
の
適
合
審
査
」「
過

酷
事
故
は
起
こ
り
う
る
。
安
全
と
は
申
し
ま
せ
ん
」
と

発
言
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
府
と
関
西
電
力
と
の

安
全
協
定
に
か
か
わ
ら
ず
再
稼
働
は
認
め
る
べ
き
で
な

い
と
迫
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
全
域
が
同
原
発
か
ら
30

キ
ロ
圏
に
入
る
舞
鶴
市
で
は
、
市
民
８
万
５
千
人
全
員

の
避
難
用
バ
ス
が
確
保
で
き
て
お
ら
ず
、
再
稼
働
の
中

止
を
再
度
求
め
、
府
の
責
任
で
現
実
的
で
実
効
で
き
る

避
難
計
画
を
確
立
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
関
西
電
力
が
原
発
再
稼
働
の
遅
延
を
口
実

に
し
た
料
金
値
上
げ
に
は
道
理
が
な
い
と
厳
し
く
批
判
。

値
下
げ
し
て
ほ
し
け
れ
ば
再
稼
働
を
容
認
し
ろ
と
い
わ

ん
ば
か
り
の
姿
勢
は
許
せ
な
い
と
告
発
し
ま
し
た
。

介
護
報
酬
削
減
の
中
止
・
引
き
上
げ
求
め
よ

子
育
て
支
援
医
療
と
老
人
医
療
の
拡
充
を

　

安
倍
内
閣
に
よ
る
介
護
や
年
金
、
生
活
保
護
費
の
削

減
な
ど
社
会
保
障
の
大
改
悪
の
な
か
で
、
介
護
報
酬
の

削
減
を
行
え
ば
、
事
業
者
と
利
用
者
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
る
と
指
摘
。
削
減
を
中
止
し
引
き
上
げ
る
よ
う
国

に
求
め
よ
と
迫
り
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
所
が
財
政
的

な
困
難
を
理
由
に
閉
鎖
や
廃
業
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
に
、

府
が
事
業
の
状
況
調
査
を
行
い
、
相
談
窓
口
の
開
設
や

支
援
対
策
を
講
じ
る
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
子
育
て
支
援
医
療
助
成
が
、
中
学
校
卒

業
ま
で
拡
充
さ
れ
る
こ
と
を
評
価
し
た
浜
田
議
員
は
、

「
こ
れ
は
わ
が
党
と
府
民
の
運
動
に
よ
る
成
果
で
あ
る
」

と
強
調
。
知
事
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
制
度
と
い
う

な
ら
ば
、
月
３
千
円
の
負
担
も
な
く
し
て
無
料
化
す
べ

　

２
月
定
例
会
の
代
表
質
問
に
は
、
浜
田
よ
し
ゆ
き
、
ま
え
く
ぼ
義
由
紀
両
議
員
が
立
ち
ま
し
た
。
浜
田
議
員
は
憲
法
９
条
、
米
軍

レ
ー
ダ
ー
基
地
、
高
浜
原
発
再
稼
働
、
介
護
、
医
療
費
、
鴨
川
上
流
の
産
廃
問
題
を
取
り
上
げ
、
ま
え
く
ぼ
議
員
は
京
都
経
済
再
生
、

消
費
税
増
税
、
雇
用
、
地
方
創
生
問
題
な
ど
に
つ
い
て
追
及
し
ま
し
た
。
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代表質問

2月17日
まえくぼ義由紀議員

（宇治市・久御山町）

き
で
は
な
い
か
と
求
め
ま
し
た
。

　

老
人
医
療
助
成
制
度
（
マ
ル
老
）
に
つ
い
て
は
、
２

割
負
担
へ
の
引
き
上
げ
は
、
国
の
医
療
制
度
改
悪
に
連

動
し
、
マ
ル
老
を
縮
小
・
改
悪
す
る
も
の
で
あ
る
と
指

摘
。
受
診
抑
制
が
お
こ
り
高
齢
者
の
命
が
脅
か
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
強
調
し
、
国
の
制
度
改
悪
に
反
対
す

る
と
と
も
に
、
１
割
負
担
の
継
続
、
対
象
年
齢
を
74
歳

ま
で
に
拡
充
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

鴨
川
上
流
の
産
廃
問
題
解
決
へ

鴨
川
条
例
の
さ
ら
な
る
改
善
を

　

鴨
川
上
流
の
産
廃
問
題
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
た
浜
田

議
員
は
、
不
法
投
棄
を
許
さ
な
い
た
め
に
、
京
都
市
に

も
鴨
川
府
民
会
議
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
連
携
を
強
め
、

鴨
川
環
境
保
全
区
域
の
拡
大
、
規
制
行
為
の
拡
大
、
鴨

川
条
例
の
さ
ら
な
る
改
善
が
必
要
と
訴
え
ま
し
た
。

　

知
事
は
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
、「
府
民
の

安
心
・
安
全
を
守
る
立
場
で
国
に
申
し
入
れ
て
き
た
」

と
の
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
運
用
停
止
に
つ
い
て
は
触
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
高
浜
原
発
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、
再

稼
働
反
対
の
意
思
は
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
マ

ル
老
制
度
は
全
国
ト
ッ
プ
の
制
度
で
あ
る
と
の
べ
ま
し

た
が
、
窓
口
負
担
引
き
上
げ
の
中
止
、
制
度
の
維
持
・

拡
充
に
は
言
及
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

府
民
の
く
ら
し
と
京
都
経
済
は

な
ぜ
全
国
最
悪
に
落
ち
込
ん
だ
の
か

　

ま
え
く
ぼ
義
由
紀
議
員
は
、
国
と
一
体
で
「
構
造
改

革
」
路
線
を
進
め
て
き
た
山
田
府
政
の
下
で
、
事
業
所

の
減
少
率
は
被
災
５
県
を
除
き
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
、

非
正
規
雇
用
の
比
率
は
41
・
8
％
、
雇
用
者
報
酬
の
減

少
率
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
３
位
な
ど
、
府
民
の
く
ら
し
と

京
都
経
済
は
全
国
最
悪
の
状
態
に
陥
っ
て
い
る
と
指
摘
。

知
事
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
陥
っ
た
理
由
に
つ

い
て
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
ま
え
く
ぼ
議
員
は
、
こ
の
事
態
に
追
い
打
ち

を
か
け
た
の
が
、
８
％
へ
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
だ

と
強
調
し
、
増
税
に
よ
る
個
人
消
費
の
冷
え
込
み
に
つ

い
て
知
事
の
認
識
を
問
う
と
と
も
に
、
2
0
1
7
年
４

月
の
10
％
引
き
上
げ
は
先
送
り
で
は
な
く
、
き
っ
ぱ
り

中
止
す
る
よ
う
国
に
求
め
よ
と
迫
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
経
済
再
生
に
向
け
、
昨
年
制
定
さ
れ

た
「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
」
の
積
極
的
な
活
用
を

求
め
、「
中
小
企
業
地
域
振
興
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、

小
規
模
事
業
に
光
を
当
て
た
施
策
の
強
化
を
求
め
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
大
型
店
、
金
融
機
関
な
ど
の
大
企
業
に

も
地
域
貢
献
を
求
め
、
そ
の
貢
献
度
を
公
表
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
迫
り
、
地
域
で
お
金
を
循
環
さ
せ
る
経
済

シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

公
契
約
条
例
を
制
定
し
、
雇
用
、
賃
金
増
を

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
根
絶
を

　

賃
金
と
雇
用
の
改
善
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
と
指
摘

し
た
ま
え
く
ぼ
議
員
は
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
は
破
た

ん
し
て
い
る
と
の
べ
、
党
が
提
案
し
て
き
た
大
企
業
の

内
部
留
保
の
一
部
活
用
に
よ
る
賃
金
・
雇
用
の
改
善
で

景
気
回
復
を
は
か
り
、
中
小
企
業
に
対
す
る
税
・
社
会

保
険
料
の
減
免
と
最
低
賃
金
の
抜
本
的
な
引
き
上
げ
の

支
援
を
は
か
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
、「
こ
の
方
向
こ

そ
が
内
需
拡
大
、
景
気
回
復
の
道
で
あ
る
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
政
府
が
狙
う
労
働
者
派
遣
法
の
改
悪
、「
残

業
代
ゼ
ロ
」
法
案
は
さ
ら
な
る
雇
用
破
壊
を
進
め
る
も

の
と
批
判
し
、
国
に
や
め
る
よ
う
求
め
よ
と
訴
え
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
府
が
掲
げ
る
３
万
人
の
正
規
雇
用
拡
大

の
実
現
に
向
け
、
府
の
職
員
削
減
の
中
止
と
正
規
雇
用

増
加
、
教
職
員
の
増
員
、
医
療
・
介
護
職
場
等
の
職
員

不
足
の
解
消
へ
具
体
的
な
目
標
を
持
っ
て
支
援
す
べ
き
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と
主
張
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
仕
事
と
雇
用
を
増
や
し
、
賃
金
を
引
き
上

げ
る
た
め
に
は
、
党
が
こ
れ
ま
で
提
案
し
て
き
た
よ
う

に
府
と
し
て
公
共
事
業
や
物
品
調
達
等
の
入
札
条
件
に

賃
金
の
最
低
水
準
や
受
注
業
者
、
下
請
業
者
の
再
生
産

費
の
設
定
な
ど
を
規
定
し
た
公
契
約
条
例
を
制
定
し
、

地
域
に
波
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
と
強
調
し
、

知
事
に
制
定
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
域
経
済
へ

の
波
及
効
果
が
大
き
い
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
創
設

を
求
め
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
の
根
絶
は
喫
緊

の
課
題
と
強
調
し
た
ま
え
く
ぼ
議
員
は
、
労
働
局
と
連

携
し
て
実
態
の
把
握
、
是
正
指
導
、
労
働
者
の
権
利
に

つ
い
て
の
啓
発
・
周
知
徹
底
、
広
域
振
興
局
単
位
の
相

談
窓
口
の
設
置
な
ど
、取
り
組
み
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
京
都
経
済
の
改
善
に
向
け
た
ま
え
く
ぼ
議

員
の
諸
提
案
に
は
、
十
分
に
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

国
主
導
で
地
方
切
り
捨
て
る「
地
方
創
生
」

「
地
方
自
治
」
を
守
り
地
域
再
生
を

　

国
が
主
導
す
る
「
地
方
創
生
」
に
つ
い
て
は
、
道
州

制
を
前
提
に
し
た
「
地
方
中
核
都
市
」
づ
く
り
と
周
辺

部
の
切
り
捨
て
を
誘
導
す
る
「
地
方
改
造
」
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
。
自
治
を
守
り
拡
充
す
る
こ
と
が
地
域
再
生

の
確
か
な
道
で
あ
る
と
強
調
し
、「
地
方
創
生
」
に
つ

い
て
知
事
の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。

　

災
害
問
題
に
つ
い
て
ま
え
く
ぼ
議
員
は
、
2
0
1
2

年
８
月
の
府
南
部
豪
雨
災
害
で
被
災
者
が
府
の
河
川
管

理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
し
て
京
都
地
裁
に
提
訴
し
た
問

題
を
と
り
あ
げ
、
提
訴
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か

と
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
土
木
事
務
所
の
再
編

や
技
術
職
員
の
削
減
が
日
常
の
河
川
管
理
の
不
備
、
災

害
時
の
緊
急
対
応
の
遅
れ
、
改
修
工
事
の
停
滞
を
招
い

た
と
し
て
、
現
場
体
制
を
強
化
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

被
災
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
に
対
し
、
自
治
体
ご

と
と
な
っ
て
い
る
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
適
用
を

見
直
し
、
全
壊
・
大
規
模
半
壊
に
限
定
さ
れ
て
い
る
支

援
の
拡
大
、
支
援
額
の
増
額
な
ど
の
抜
本
的
拡
充
な
ど

を
求
め
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。
ま
た
、
府
の
地
域
再
建

被
災
者
住
宅
等
支
援
事
業
に
つ
い
て
も
、
被
災
件
数
が

少
な
い
災
害
も
対
象
と
し
、
支
援
額
も
増
額
す
る
な
ど

手
厚
い
制
度
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
地
方
創
生
に
つ
い
て
、「
地
域
連
携
」
を

強
調
し
、
地
方
自
治
に
は
ふ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
河
川

管
理
に
つ
い
て
は
、
国
の
予
算
が
減
っ
た
こ
と
を
持
ち

出
し
、
現
場
体
制
に
つ
い
て
は
、
福
島
県
へ
の
派
遣
を

理
由
に
厳
し
い
状
況
の
な
か
で
確
保
に
努
め
て
い
る
と

答
弁
。
被
災
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
全
国
ト
ッ
プ
の
制

度
で
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
自
慢
す
る
答
弁
を
行
い
ま

し
た
。

　１期目最後の議会となった２月議会の代表質問
で、知事に、戦後70年の受け止めやXバンドレー
ダー基地の中止・撤去、高浜原発再稼働の中止、
介護報酬の削減問題、子どもの医療費助成制度・
老人医療助成制度の拡充、鴨川上流の産廃問題に
ついて、質問しました。
　質疑を通じて、知事が、国の悪政から住民の命
とくらしを守る立場で、からだを張って頑張る、
沖縄県の翁長知事やかつての蜷川京都府知事とは
正反対で、国の悪政をそのまま持ち込む実態が浮
き彫りになりました。５月臨時議会から始まった
２期目の４年間で、安倍暴走政治と正面から対決
するとともに、国の悪政から府民の命とくらしを
守る府政への転換をめざして、頑張る決意です。
� ［浜田よしゆき］

府民の命と
くらしを守る府政を

　消費税８％増税を強行した安倍政権が、2015
年度予算で、年金・医療・介護など社会保障の改
悪で3900億円もの予算を削減しながら、空前の
儲けをあげている大企業等に２年間で１兆６千億
円もの法人税減税の実施を打ち出し、その上、
2017年度から消費税10％増税を決めています。
　こんな時こそ、京都府が、府民の暮らしを守る
防波堤としての役割発揮が求められていますが、
府は「府老人医療助成制度」を１割から２割負担
に改悪するなど国と一体に負担増を強めていま
す。
　府議会では、自民、公明、民主、維新などが、
府民の皆さんから提出された多数の「改悪中止の
請願」等、すべて不採択にし、改悪を後押ししま
した。国や知事言いなりの議会・議員の在り方が
問われています。� ［まえくぼ義由紀］

これで良いのか、
問われる議会・議員の在り方
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日
本
経
済
と
京
都
経
済
の
振
興

　

原
田
完
議
員
は
、
安
倍
政
権
の
成
長
戦
略
が
、
法
人

税
な
ど
の
減
税
や
規
制
緩
和
に
よ
り
大
企
業
の
収
益
は

増
え
る
が
、
設
備
投
資
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
実
体
経
済

は
う
る
お
っ
て
い
な
い
現
状
を
指
摘
し
、
京
都
経
済
へ

の
悪
影
響
に
つ
い
て
、
知
事
の
認
識
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
が
、
業

種
や
地
域
に
よ
り
、
中
小
企
業
ま
で
は
行
き
渡
ら
な
い

と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

身
勝
手
な
関
西
電
力
の
値
上
げ
問
題

　

原
発
の
停
止
と
燃
料
高
を
理
由
に
、
関
西
電
力
が
電

気
料
金
値
上
げ
を
打
ち
出
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
原

田
議
員
自
ら
が
調
査
し
た
製
造
業
、
鍛
造
業
、
中
央
市

場
、
病
院
な
ど
へ
の
深
刻
な
影
響
を
示
し
、
関
西
電
力

と
折
衝
す
る
こ
と
を
求
め
、
電
気
代
等
の
固
定
経
費
へ

の
直
接
助
成
を
迫
り
ま
し
た
。

大
型
店
の
出
店
規
制
と
商
店
街
の
振
興

　

大
型
店
の
出
店
攻
勢
が
急
激
に
進
み
、
地
元
の
西
新

道
商
店
街
を
は
じ
め
、
個
人
商
店
の
経
営
が
深
刻
な
事

態
に
な
っ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
商
店
街
な
ど
の

社
会
的
位
置
づ
け
な
ど
原
点
に
立
ち
返
り
、
施
設
整
備

な
ど
へ
の
助
成
制
度
、
振
興
計
画
づ
く
り
と
そ
の
実
施
、

大
店
立
地
法
の
需
給
調
整
条
項
の
廃
止
、
小
売
商
業
調

整
特
別
法
を
活
用
し
た
流
通
全
般
の
調
整
・
規
制
な
ど

抜
本
的
な
振
興
策
を
求
め
ま
し
た
。
担
当
部
長
は
、
大

型
店
の
立
地
規
制
は
、
現
行
法
で
対
応
で
き
る
、
小
売

商
業
調
整
特
別
法
で
は
、
大
型
店
の
立
地
規
制
や
商
業

調
整
は
行
え
な
い
と
答
弁
し
た
た
め
、
原
田
議
員
は
、

国
会
答
弁
を
生
か
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

京
友
禅
な
ど
伝
統
地
場
産
業
の
振
興

　

京
友
禅
の
生
産
量
が
、
ピ
ー
ク
時
の
４
％
、
京
小
紋

の
後
継
者
が
5
人
程
度
と
い
う
深
刻
な
事
態
に
つ
い
て

は
、
生
計
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
な
行
政
支
援
を
要
求
。

ま
た
、
蒸
し
水
洗
業
者
が
一
社
と
な
っ
た
問
題
を
指
摘

し
、
京
友
禅
だ
け
で
な
く
伝
統
地
場
産
業
の
業
種
別
の

技
術
継
承
と
振
興
策
、
丹
後
ち
り
め
ん
の
最
低
工
賃
引

き
上
げ
へ
、
関
係
業
者
へ
の
直
接
要
請
を
求
め
ま
し
た
。

　

担
当
部
長
は
、
京
友
禅
の
後
継
者
育
成
戦
略
の
検
討

や
京
友
禅
、
丹
後
ち
り
め
ん
な
ど
の
販
路
拡
大
を
進
め

る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

文
化
財
修
復
に
重
要
な
「
深
草
土
」
の
保
護
を

　

文
化
財
指
定
建
造
物
等
の
修
復
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
「
深
草
土
」
の
確
保
が
困
難
に
な
り
か
ね
な
い
事

態
が
う
ま
れ
て
い
る
問
題
で
は
、
伝
統
左
官
技
術
保
存

会
な
ど
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
植
物
性
資
源
保
護
と
同

様
に
保
護
す
る
よ
う
国
に
求
め
る
こ
と
を
要
求
。
教
育

長
は
、
助
成
措
置
な
ど
を
国
に
要
請
し
、
文
化
財
保
護

へ
の
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
西
高
瀬
川
の
親
水
公
園
事
業
の
遅
れ
に
つ

い
て
質
問
し
、
早
期
完
成
を
求
め
ま
し
た
。

一般質問

原田　完議員
（京都市中京区）

2月19日

　昨年２月議会代表質問、９月議会一
般質問、そして、今期最後の２月定例
議会一般質問と本会議での質問は通常
年１回の質問を３回行うということに
なりました。
　２月定例議会の質問では、アベノミ
クスの経済政策の失敗が及ぼす深刻な
不況下の中小零細企業への支援強化、
原発再稼働を人質にした急激な関西電
力の電気料金再値上げの影響と対策を
求めました。また、大型店出店規制対
策と商店街の振興、伝統地場産業の現
状認識と振興策、伝統的建造物の修復
と深草土問題、そして、地元問題で京
の川再生事業「西高瀬川の親水公園化
の早期実現」問題を取り上げて、要求
実現に向けた質問を行いました。
　引き続き、府民要求や諸問題を取り
上げながら頑張ります。
� ［原田　完］

自治体要求連絡会との早朝宣伝
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が
進
め
る
「
小
さ
な
拠
点
」
整
備
や
人
口
20
万
人
都
市

へ
の
集
約
に
つ
い
て
、
知
事
の
認
識
を
問
い
ま
し
た
。
知

事
は
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
「
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
」
と
答
弁
。
か
み
ね
議
員
は
、
府
研
究
会
で

も
「
住
民
が
評
価
し
て
い
な
い
」
と
し
て
お
り
、
合
併

の
問
題
点
を
認
識
す
べ
き
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

福
祉
職
場
で
正
規
雇
用
拡
大
へ

府
独
自
助
成
を

　

ま
た
、
か
み
ね
議
員
は
、
安
倍
首
相
は
地
方
創
生
本

部
の
柱
と
し
て
「
若
い
世
代
の
就
労
・
結
婚
・
子
育
て

の
希
望
の
実
現
」
を
掲
げ
な
が
ら
、
生
涯
派
遣
と
残
業

代
ゼ
ロ
な
ど
労
働
法
制
の
改
悪
を
進
め
、
若
者
の
希
望

を
奪
っ
て
い
る
と
批
判
。
府
と
し
て
正
規
雇
用
拡
大
の

対
策
を
と
り
、
特
に
福
祉
現
場
で
働
く
労
働
者
の
労
働

形
態
、
賃
金
、
労
働
条
件
の
改
善
へ
実
態
調
査
を
行
う

こ
と
、
ま
た
、
介
護
職
員
の
賃
金
引
き
上
げ
、
正
規
職

員
採
用
へ
の
積
極
的
な
支
援
を
行
う
よ
う
提
案
し
、
知

事
に
求
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
の
介
護
報
酬
引
き
下
げ
は
、「
介
護
事

業
所
の
運
営
に
重
大
な
支
障
を
き
た
し
、
介
護
難
民
を

う
み
だ
す
」
と
指
摘
し
、
国
に
介
護
報
酬
引
き
下
げ
撤

回
を
強
く
求
め
よ
と
迫
り
ま
し
た
。

京
北
の
地
域
振
興
へ
具
体
的
提
案

　

次
に
、
右
京
区
京
北
町
の
地
域
振
興
に
つ
い
て
質
問
。

第
一
に
、
農
林
業
振
興
へ
米
価
暴
落
対
策
と
し
て
、
合

鴨
農
法
な
ど
無
農
薬
・
減
農
薬
の
米
づ
く
り
へ
の
支
援

策
な
ど
の
農
家
支
援
。
用
水
路
の
修
理
や
電
柵
・
金
網

の
維
持
管
理
な
ど
家
族
農
業
や
集
落
営
農
へ
の
支
援
の

充
実
。
林
業
振
興
と
し
て
間
伐
へ
の
特
別
な
支
援
。
第

二
に
、
上
桂
川
の
早
期
の
災
害
復
旧
と
府
管
理
河
川
の

計
画
的
な
改
修
、
内
水
排
除
ポ
ン
プ
の
設
置
、
土
砂
災

害
危
険
地
域
の
防
災
対
策
の
促
進
。
第
三
に
、
京
北
病

院
の
診
療
体
制
強
化
へ
の
支
援
。
第
四
に
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
の
基
盤
整
備
を
提
案
し
質
問
し
ま
し
た
。
担
当
部

長
は
、「
売
れ
る
コ
メ
づ
く
り
を
独
自
に
補
助
し
て
い

る
」、「
内
水
排
除
対
策
は
京
都
市
と
調
整
中
。
土
砂
災

害
対
策
は
計
画
的
に
進
め
る
」、「
京
北
病
院
の
診
療
科

充
実
へ
支
援
す
る
」、「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
市
が
民
間
事

業
者
と
調
整
中
」
な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

か
み
ね
史
朗
議
員
は
、
地
域
再
生
と
地
元
右
京
区
京

北
の
地
域
振
興
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
は
地
方
衰
退
を
加
速

　

ま
ず
、「
地
方
創
生
」
の
名
で
安
倍
内
閣
が
進
め
る
地

方
分
権
、
道
州
制
改
革
、
国
土
計
画
の
再
編
に
つ
い
て
、

人
口
20
万
人
以
上
の
都
市
へ
の
集
約
化
、
中
心
集
落
へ

公
共
施
設
を
集
中
さ
せ
る
な
ど
、
市
町
村
合
併
を
新

た
に
推
進
し
、
地
方
の
衰
退
を
加
速
す
る
も
の
だ
と
批

判
。
府
が
市
町
村
合
併
を
推
進
し
て
き
た
結
果
、
住
民

自
治
を
後
退
さ
せ
、
地
域
経
済
、
地
域
福
祉
を
衰
退
さ
せ
、

人
口
減
少
を
加
速
さ
せ
て
き
た
こ
と
へ
の
総
括
と
、
国

一般質問

かみね史朗議員
（京都市右京区）

2月20日

　「戦争法案反対、憲法9条守ろう」。後援会のみなさ
んとともに、御室学区の各地をハンドマイクで訴えて
回りました。若者を戦場に送り、殺し殺されるような
国に変える安倍内閣の暴走を、絶対に許すことはでき
ません。どんな国際紛争も戦争にしない憲法9条を堅
持することこそ、アジアと世界に対する日本の責任で
あると確信します。
　戦争法案反対の一点で広範な団体・個人のみなさん
と共同を広げ、列島騒然としたたたかいを起こし、戦
争法案をやめさせるために全力をあげます。
� ［かみね史朗］

戦争法案をやめさせよう

戦争法案反対御室宣伝
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成
宮
ま
り
子
議
員
は
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
都
市

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策

中
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費
無
料
化
を

　

成
宮
議
員
は
、
消
費
税
増
税
や
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

で
格
差
と
貧
困
が
広
が
り
、「
子
ど
も
の
貧
困
率
」
が

過
去
最
悪
の
16
・
3
％
と
な
っ
て
い
る
も
と
で
、「
子

ど
も
４
人
を
食
べ
さ
せ
る
の
に
必
死
。
部
活
や
進
学
を

あ
き
ら
め
さ
せ
、
と
て
も
つ
ら
か
っ
た
」、「
お
金
が
心

配
で
病
院
へ
行
け
な
い
」、「
中
学
校
給
食
が
な
い
も
と

で
昼
食
抜
き
の
子
ど
も
が
い
る
」
な
ど
、
子
ど
も
の
貧

困
の
実
態
を
示

し
、
次
の
6
点
を

知
事
に
求
め
ま
し

た
。
①
生
活
保
護

基
準
引
き
下
げ
撤

回
と
就
学
援
助
基

準
拡
充
、
②
中
学

校
卒
業
ま
で
子
ど

も
の
医
療
費
無
料

化
、
③
す
べ
て
の

中
学
校
で
の
給
食

実
現
、
④
進
学
を

保
障
す
る
「
給
付

型
奨
学
金
」
の
実

現
と
「
無
利
子
奨

学
金
」
の
拡
充
、
⑤
私
立
高
校
授
業
料
無
償
化
「
あ
ん

し
ん
修
学
支
援
」
制
度
の
継
続
と
、
府
外
へ
の
通
学
生
、

本
校
が
府
外
で
も
府
内
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
通
信
制
・

単
位
制
高
校
な
ど
対
象
を
拡
大
、
⑥
高

校
生
の
給
付
型
奨
学
金
の
対
象
を
広
げ
、

実
態
に
み
あ
っ
た
給
付
額
へ
の
引
き
上

げ
等
の
対
策
。
ま
た
、
対
策
を
進
め
る

た
め
に
、
子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
調
査

を
き
め
細
か
く
行
う
よ
う
知
事
に
求
め

ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、「
農
政
改
革
」
に

反
対
せ
よ

都
市
農
業
へ
の
支
援
を

　

都
市
農
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
安
倍
政
権
が
進
め
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

や
「
農
政
改
革
」
は
日
本
と
京
都
の
農

業
を
根
底
か
ら
覆
す
も
の
だ
と
指
摘
。

「
3
6
5
日
休
み
な
し
で
が
ん
ば
っ
て

も
、
米
も
野
菜
も
値
段
が
下
が
り
、
肥
料
な
ど
資
材
は

上
が
る
一
方
」、「
後
継
ぎ
が
い
な
い
。
税
負
担
が
重
い
」

な
ど
の
農
家
の
声
を
紹
介
し
、
米
価
暴
落
の
影
響
を
受

け
る
農
家
へ
の
支
援
策
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
と
、
知

事
に
質
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
市
農
業
へ
の
具
体
的
な
支
援
策
と
し
て
、

大
原
野
の
女
性
に
よ
る
「
か
ぐ
や
ひ
め
市
」
や
大
枝
の

柿
・
タ
ケ
ノ
コ
農
家
の
声
を
紹
介
。
府
と
し
て
都
市
農

業
の
保
全
・
振
興
計
画
を
持
ち
、
①
農
地
へ
の
「
宅
地

並
み
課
税
」
を
や
め
「
農
地
課
税
」
と
し
、
市
街
化
区

域
農
地
の
税
負
担
を
軽
減
す
る
生
産
緑
地
制
度
の
積
極

的
活
用
と
相
談
窓
口
の
設
置
、
②
農
家
の
収
入
を
増
や

す
た
め
直
売
所
・
朝
市
、
産
直
等
の
取
り
組
み
へ
の
支

援
、
③
兼
業
・
小
規
模
農
家
も
支
援
対
象
と
し
、
中
高

年
層
に
も
就
農
支
援
す
る
こ
と
、
④
鳥
獣
被
害
対
策
、

防
護
柵
・
駆
除
な
ど
、
支
援
対
策
を
強
め
る
こ
と
な
ど

を
求
め
ま
し
た
。

一般質問

成宮まり子議員
（京都市右京区）

2月23日

　議会開会中も、高浜原発再稼働反対や、米軍レー
ダ基地の騒音対策及び撤去を求める府民運動が展
開され、請願も多数寄せられました。その声に応
え、請願採択の論戦で、現場のリアルな現状と住
民の皆さんの生の声をぶつけ、採択のために全力
を尽くしました。
　自民、民主、公明、維新など与党はまともに論
戦もせず反対しました。十分な審議を尽くさない
与党議員に対し怒りを覚え、せめて請願者に趣旨
説明をさせるべきだと迫りましたが、「請願要旨
文書と代弁する立派な議員がいらっしゃる」との
理由で、委員長が、そのまま採決を強行しました。
党議員団を何としても大きくして、この様な横暴
を許さない議会を作りたいと決意しました。

府民の請願者に
趣旨説明の機会を
島田 けい子議員
（京都市右京区）

いのちの署名を提出
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知 事 総 括 質 疑

　

二
〇
一
五
年
度
予
算
特
別
委
員
会
が
、
２
月
24
日
か
ら
３
月
12
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
３
月
６
日
の
知
事
総
括
質
疑
で
は
、
成

宮
ま
り
子
、
み
つ
な
が
敦
彦
両
議
員
が
、
米
軍
レ
ー
ダ
ー
基
地
問
題
、
医
療
費
の
問
題
、
大
型
店
出
店
規
制
、
高
浜
原
発
の
再
稼
働

問
題
、
雇
用
・
働
き
方
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
知
事
に
直
接
質
問
し
ま
し
た
。

予算特別委員会 
知事総括質疑 

成宮 まり子議員
（京都市西京区）

3月6日
発
電
機
直
ち
に
停
止
さ
せ
、

基
地
は
撤
去
さ
せ
よ

　

成
宮
ま
り
子
議
員
は
、
京
丹
後
市
の

米
軍
レ
ー
ダ
ー
基
地
に
つ
い
て
、
レ
ー

ダ
ー
の
本
格
運
用
が
強
行
さ
れ
て
２
ヵ

月
、
米
軍
関
係
者
に
よ
る
交
通
事
故
が

15
件
発
生
し
、
地
元
住
民
の
人
身
事
故

が
起
こ
っ
て
い
る
問
題
を
指
摘
。
さ
ら

に
、
レ
ー
ダ
ー
の
発
電
機
に
よ
る
騒
音

で
、
深
刻
な
健
康
被
害
が
広
が
り
、
消

音
マ
フ
ラ
ー
設
置
も
効
果
が
な
い
と
い

う
実
態
を
告
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
知

事
が
言
っ
て
き
た
「
住
民
の
安
心
安
全

が
前
提
」
が
崩
れ
て
い
る
と
し
て
、
騒

音
・
低
周
波
の
調
査
を
行
い
、
発
生
源

で
あ
る
発
電
機
の
停
止
さ
せ
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。
知
事
は
、「
米
軍
に
騒
音
対

策
を
求
め
て
い
く
」
と
く
り
返
す
に
留

ま
り
ま
し
た
。

　

成
宮
議
員
は
、
米
軍
基
地
が
あ
る
限

り
住
民
は
脅
か
さ
れ
続
け
る
。
基
地
を

受
け
入
れ
た
知
事
の
責
任
は
重
大
だ
と

し
、
基
地
の
撤
去
を
求
め
ま
し
た
。

子
ど
も
の
医
療
費
を
無
料
化
し
、

「
マ
ル
老
」
改
悪
の
中
止
を

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
が
中
学
校
卒

業
ま
で
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

府
民
の
み
な
さ
ん
の
運
動
の
成
果
だ
と

し
つ
つ
、
月
3
千
円
の
自
己
負
担
を
な

く
す
べ
き
だ
と
主
張
。
ま
た
、
京
都
市

は
制
度
が
一
番
遅
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、

中
学
卒
業
ま
で
完
全
無
料
化
す
る
よ
う
、

京
都
市
と
真
剣
に
協
議
す
る
よ
う
知
事

に
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
老
人
医
療
助
成
制
度
「
マ
ル

老
」
は
、
縮
小
・
改
悪
で
、
窓
口
負
担

１
割
が
２
割
と
な
り
、
６
万
人
の
対
象

者
の
う
ち
43
％
の
方
が
対
象
外
と
さ
れ

ま
す
。
特
別
世
帯
（
寝
た
き
り
、単
身
者
、

高
齢
者
の
み
な
ど
）
の
対
象
を
変
更
し
、

年
間
所
得
約
1
5
8
万
円
ま
で
と
切
り

捨
て
る
重
大
な
問
題
だ
と
し
て
、
現
行

制
度
の
存
続
・
拡
充
こ
そ
必
要
だ
と
知

事
に
迫
り
ま
し
た
。

大
型
店
出
店
の
影
響
と

商
店
街
の
再
生
に
つ
い
て

　
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
桂
川
」
な
ど
大
型

店
の
出
店
に
つ
い
て
は
、
西
京
区
の
商

店
街
で
「
ど
ん
ど
ん
売
り
上
げ
が
落
ち

て
い
る
」
と
悲
鳴
が
あ
が
り
、
向
日
市

で
は
、
イ
オ
ン
向
日
町
店
閉
店
の
知
ら

せ
に
、
住
民
や
駅
前
商
店
街
か
ら
心
配

の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
な
ど
、
大
型
店

の
出
店
・
退
店
が
地
域
経
済
や
住
民
の

く
ら
し
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る

実
態
を
指
摘
。
大
型
店
の
身
勝
手
な
出

店
・
退
店
を
規
制
し
社
会
的
責
任
を
果

た
さ
せ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
つ
く
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
群
馬
県
高

崎
市
の
「
ま
ち
な
か
商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
助
成
」
も
紹
介
し
、
商
店
街
へ
の
支

援
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　京都市内で唯一、陸上自衛隊の駐屯地を抱
える西京区。あのイラク戦争の時にも自衛隊
員が派遣され、家族や子どもたちが心配して
涙を流しておられました。
　それでも、これまで「戦死者」が出なかっ
たのは、憲法９条の下、「戦闘地域には行かな
い」、「武力行使はしない」との歯止めがあっ
たから。ところがこれを、根こそぎ変えてし
まおうという安倍政権の企み、「戦争法案」や
「９条改憲」は絶対に許すわけにはいきません。
　連日、公園で訴えていると、子どもたちが「ボ
クら戦争に行きたくない」、「戦争しない国が
いいに決まってるやん」と真剣に耳を傾け、
拍手をしてくれました。
　新しい府議会で、“第２党”へ躍進した力を
いかし、「戦争する国」への安倍暴走政治を京
都から止めるため、全力でがんばりぬきます。
� ［成宮まり子］

子どもの未来、 
「戦争する国」くいとめる
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みつなが 敦彦議員
（京都市左京区）

3月6日
知
事
と
し
て

高
浜
原
発
再
稼
働
に
反
対
せ
よ

　

み
つ
な
が
敦
彦
議
員
は
、
京
都
府
が

関
西
電
力
と
「
安
全
協
定
」
を
締
結
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
協
定
で
は
「
再
稼

働
に
対
す
る
同
意
権
」
は
ま
っ
た
く
抜

け
落
ち
、
高
浜
原
発
の
再
稼
働
は
協
定

の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
問
題
を
と
り

あ
げ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
知
事
は
、

関
西
電
力
に
よ
る
事
前
説
明
と
府
の
意

見
に
対
す
る
回
答
義
務
が
明
記
さ
れ
た

こ
と
を
、「
一
歩
前
進
」
と
評
価
し
て

い
る
こ
と
を
批
判
。
再
稼
働
が
差
し

迫
っ
て
い
る
時
期
に
こ
の
内
容
で
協
定

を
結
ん
だ
こ
と
は
、
事
実
上
、
再
稼
働

に
同
意
し
た
と
み
な
さ
れ
得
る
極
め
て

重
大
事
で
あ
る
こ
と
を
厳
し
く
指
摘
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
決
し
て
安
全
と
は

い
え
な
い
新
規
制
基
準
に
も
と
づ
く
安

全
審
査
が
了
承
さ
れ
、
こ
の
秋
に
も
再

稼
働
が
狙
わ
れ
る
高
浜
原
発
３
、
４
号

機
に
つ
い
て
、
知
事
と
し
て
ど
う
行
動

す
る
の
か
と
迫
り
ま
し
た
。

　

知
事
は
答
弁
で
、
地
域
協
議
会
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
た
、
福
井
県
と
関
電

と
の
協
定
に
も
、再
稼
働
の
「
同
意
権
」

は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
と
言
い
訳

に
終
始
し
、「
安
心
・
安
全
の
過
程
を

作
り
上
げ
る
こ
と
に
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
る
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　

み
つ
な
が
議
員
は
、
知
事
が
府
民
の

代
表
と
し
て
責
任
を
も
っ
て
ど
う
す
る

の
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
。

い
ま
こ
の
と
き
に
、
知
事
が
高
浜
原
発

に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
「
再
稼
働
す

べ
き
で
は
な
い
」
と
表
明
す
る
こ
と
こ

そ
、
一
番
大
事
な
こ
と
だ
と
知
事
の
責

任
を
厳
し
く
追
及
し
ま
し
た
。

「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
規
制
条
例
」
を

全
国
に
先
駆
け
て
制
定
す
べ
き

　

青
年
の
雇
用
問
題
に
つ
い
て
は
、「
仕

事
の
シ
フ
ト
を
バ
イ
ト
が
作
る
な
ど
、

ブ
ラ
ッ
ク
な
こ
と
が
本
当
に
常
態
化
し

て
い
る
」
と
い
っ
た
青
年
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
声
を
紹
介
。
大
手
チ
ェ
ー
ン
店
を

は
じ
め
と
し
た
ア
ル
バ
イ
ト
や
非
正
規

雇
用
の
実
情
を
把
握
す
る
こ
と
や
ブ

ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
も
含
め
た
総
合
的
な
労

働
相
談
窓
口
の
拡
充
す
る
こ
と
、
中
学

校
や
高
校
で
労
働
法
の
教
育
を
行
う
こ

と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
規
制
条
例
」
を
全
国
に
先
駆
け
て
つ

く
る
こ
と
を
知
事
に
提
案
し
、
実
現
を

強
く
求
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
知

事
は
、
具
体
的
な
条
例
事
項
を
含
め
て
、

検
討
が
必
要
と
答
え
ま
し
た
。

府
職
員
を
増
や
し

府
民
の
安
心
安
全
守
れ

　

ま
た
、
長
時
間
労
働
の
解
決
に
向
け

て
、
足
元
の
京
都
府
職
場
の
労
働
実
態

を
改
善
し
、
体
制
を
充
実
す
る
こ
と
な

ど
も
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
職
員
団

体
の
調
査
を
紹
介
し
、
職
員
が
、
せ
っ

か
く
努
力
さ
れ
て
ス
キ
ル
が
あ
っ
て
も
、

府
民
の
み
な
さ
ん
の
直
接
的
な
努
力
や

ご
苦
労
に
加
え
、
政
策
立
案
に
ど
う
し

て
も
必
要
な
実
態
が
つ
か
め
な
い
な
ど
、

府
の
職
場
の
人
手
不
足
が
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
問
題

を
指
摘
。
府
職
員
を
増
や
す
た
め
の
職

員
採
用
計
画
の
策
定
を
求
め
ま
し
た
。

　
「
要
員
の
確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
」
と
答
弁
す
る
知
事
に
対
し
、
み
つ

な
が
議
員
は
、
人
員
削
減
、
外
部
委
託

が
進
め
ら
れ
、
府
民
と
そ
こ
に
お
住
ま

い
の
地
域
に
重
大
な
影
響
を
与
え
て
い

る
実
態
も
示
し
、
職
員
を
増
や
す
こ
と

が
府
民
の
安
心
安
全
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
し
て
、
政
策
目
標
を
掲
げ
て

計
画
を
立
て
る
こ
と
を
強
く
訴
え
ま
し

た
。

　４期目最後の知事総括質疑では、府職員全
体の計画的採用を真正面から求めました。こ
れは、安倍政権の「地方創生」なる地域の選
択と集中・切り捨てに対し、公務員を増員す
ることが、対抗軸の一つであるという考えか
ら、真正面からただしたものです。知事は「福
島に技術職員を派遣している」と、のべ人数
をあげるなど、ごまかし答弁でした。
　地域の深刻な現実を生み出した責任をあい
まいにしたまま、さらなる切り捨てを進める
動きに対し、自治体の在り方論から問うてい
く時期になってきたと考えます。その点では、
保守や革新を問わず共同を広げる条件も一方
では生まれており、京都府や地域でもブレず
に筋とおす我が党議員団の値打ちをいっそう
光らせ、日本共産党とオール府民の共同を作
り上げていきたいと考えています。
　５期目となりました。いっそうのご指導を
よろしくお願いいたします。�［みつなが敦彦］
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議案討論

みつなが 敦彦議員
（京都市左京区）

3月13日

　

み
つ
な
が
敦
彦
議
員
は
議
案
討
論
に
立

ち
、
第
１
号
の
平
成
27
年
度
京
都
府
一
般

会
計
予
算
と
第
70
号
の
平
成
26
年
度
補
正

予
算
の
両
議
案
に
つ
い
て
、
次
の
６
つ
の

反
対
理
由
を
の
べ
ま
し
た
。
①
破
た
ん
し

た
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
「
地
方
創
生
」

関
連
予
算
に
追
随
し
て
い
る
、
②
深
刻
な

京
都
経
済
に
対
し
、
地
域
循
環
型
の
経
済

対
策
に
な
っ
て
い
な
い
、
③
非
正
規
雇
用

率
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
の
対
策
と
し
て
、

府
が
掲
げ
る
３
万
人
の
正
規
雇
用
の
創
出

に
つ
な
が
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
、
④

国
の
医
療
介
護
の
給
付
抑
制
・
解
体
路
線

を
い
っ
そ
う
推
し
進
め
て
、「
福
祉
の
増

進
」
を
か
か
げ
る
自
治
体
の
あ
り
方
を
後

退
さ
せ
る
、
⑤
「
子
ど
も
の
貧
困
」
と
そ

の
連
鎖
を
打
開
す
る
本
格
的
な
対
策
が
と

ら
れ
ず
教
育
分
野
で
の
格
差
を
い
っ
そ
う

拡
大
す
る
、
⑥
安
倍
政
権
の
暴
走
に
追
随

し
、
府
民
の
願
い
に
背
を
向
け
て
い
る
。

　

府
営
水
道
料
金
に
関
す
る
第
13
号
、
33

号
の
両
議
案
は
、
根
本
問
題
で
あ
る
「
カ

ラ
水
」
と
な
っ
て
い
る
過
大
な
基
本
水
量

の
受
水
市
町
村
へ
の
押
し
つ
け
が
、
高
い

水
道
料
金
と
市
町
の
水
道
会
計
の
悪
化
の

要
因
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
制
度
を
改
悪
す
る
第
23
号
、

同
48
号
の
両
議
案
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
会
と
教
育
長
の
立
場
を
逆
転
さ
せ
、
教

育
委
員
会
を
首
長
任
命
の
自
治
体
幹
部
で

あ
る
教
育
長
の
支
配
下
に
置
く
も
の
で
あ

る
と
批
判
。
知
事
、
副
知
事
の
給
与
を
引

き
上
げ
る
第
25
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
厳

し
い
府
民
生
活
か
ら
み
て
認
め
ら
れ
る
も

の
で
な
い
と
反
対
し
ま
し
た
。

　

第
37
、
38
号
は
昨
年
強
行
さ
れ
た
医
療

介
護
総
合
確
保
推
進
法
に
基
づ
く
要
支
援

１
、
２
を
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
か
ら
外
し
、

地
域
支
援
事
業
に
移
行
さ
せ
る
た
め
の
条

例
整
備
と
批
判
。
病
棟
を
住
居
と
し
て
転

換
す
る
第
39
号
議
案
に
つ
い
て
は
、「
障

が
い
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」及
び「
障

害
者
差
別
解
消
法
、
府
の
「
障
が
い
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
共
に
安
心
し
て
い
き
い

き
と
く
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
条
例
」

の
精
神
に
も
反
す
る
と
強
調
し
、
反
対
し

ま
し
た
。

議案
番号 件　名 議決

月日
賛否の状況 議決

結果共産 自民 民主 公明 創生 維新
第 1 号 平成27年度京都府一般会計予算 3/13 × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
第 13号 平成27年度京都府水道事業会計予算 3/13 × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第 16号
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく特定個人情報ファイルの取扱いについての意見の聴取に
関する条例制定の件

3/13 × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第 23号 京都府教育委員会教育長の給与及び旅費に関する条例全部改正の件 3/13 × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
第 25号 京都府知事及び副知事の給与の額の特例に関する条例一部改正の件 3/13 × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
第 33号 京都府営水道の供給料金等に関する条例一部改正の件 3/13 × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第 37号 介護保険法に基づく指定居宅サービスの事業の人員等の基準等に関す
る条例等一部改正の件 3/13 × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

2015年2月議会　議案の議決結果（一部）　2月13日開会本会議、3月13日閉会本会議
●議員提出

●知事提出

議案
番号 件　名 議決

月日
賛否の状況 議決

結果共産 自民 民主 公明 創生 維新
議第1号 京都府議会委員会条例一部改正の件 3/13 × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
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議案
番号 件　名 議決

月日
賛否の状況 議決

結果共産 自民 民主 公明 創生 維新

第 38号
介護保険法に基づく指定居宅サービスの事業の人員等の基準等に関する
条例等の一部を改正する条例附則第5項の規定によりなおその効力を有す
るものとされた同条例第2条の規定による改正前の介護保険法に基づく指
定介護予防サービスの事業の人員等の基準等に関する条例一部改正の件

3/13 × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第 39号 障害者の常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく指
定障害福祉サービスの事業の人員等の基準等に関する条例一部改正の件 3/13 × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第 39号
障害者の常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく
指定障害福祉サービスの事業の人員等の基準等に関する条例一部改正
の件

3/13 × ○ ○ ○ ○ ○
可決
※１
附帯決議

第 44 号 京都府立勤労者福祉会館条例一部改正の件 3/13 × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第 48号 京都府教育委員会委員の報酬並びに費用弁償条例及び京都府教育委員
会組織条例一部改正の件 3/13 × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第 55号 財産無償譲渡の件 3/13 × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
第 56号 財産無償貸付けの件(けいはんなオープンイノベーションセンター) 3/13 × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
第 70号 平成26年度京都府一般会計補正予算（第9号） 3/13 × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
第103号 収用委員会委員の任命について同意を求める件 3/13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

※１　第39号議案に対する附帯決議は、３月10の府民生活厚生常任委員会において全会一致で採択された。
●��その他の議案については、３月13日に全会一致で可決されました。くわしくは、京都府議会のホームページ、議案の議決結果を
ご覧ください。

2015年2月議会　意見書・決議案の議決結果　3月13日閉会本会議

件　名 提案会派
賛否の状況 議決

結果共産 自民 民主 公明 創生 維新
「核兵器のない世界に向けた法的枠組み」構築への取り組みを求める意
見書 自民・民主・公明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

原子力発電所の安全確保等に関する意見書 自民・民主・公明 × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
ヘイトスピーチ（差別扇動）被害に対する意見書 自民・民主・公明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
ドクターヘリの安定的な事業継続に対する支援を求める意見書 自民・民主・公明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
私立高校生への修学支援の充実を求める意見書 自民・民主・公明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
農業の発展に必要な生産基盤整備の拡充を求める意見書 自民・民主・公明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
都市農業の振興策強化等を求める意見書 自民・民主・公明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
国会における憲法論議の推進と広く国民的議論の喚起を求める意見書 自民 × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
介護保険の抜本的見直しを求める意見書 共産 ○ × × × × × 否決
介護報酬、障害福祉報酬の引き上げを求める意見書 民主 ○ × ○ × × ○ 否決
青年雇用の拡大とブラック企業・ブラックバイト根絶に関する意見書 共産 ○ × × × × × 否決
雇用の安定を求める意見書 民主 ○ × ○ × × ○ 否決
経ヶ岬・米軍Xバンドレーダー基地の稼働停止・基地撤去を求める意見書 共産 ○ × × × × × 否決
福祉労働者の処遇改善・人材確保に関する意見書 共産 ○ × × × × × 否決
年金削減の取り止めと最低保障年金制度の実現を求める意見書 共産 ○ × × × × × 否決
少人数学級の推進に関する意見書 共産 ○ × × × × × 否決
労働法制の改悪に反対する意見書 共産 ○ × × × × × 否決
農協「改革」をはじめとした「農業改革」に反対する意見書 共産 ○ × × × × × 否決
TPP交渉からの即時撤退を求める意見書 共産 ○ × × × × × 否決
大学生に対する給付制奨学金の創設を求める決議 共産 ○ × × × × × 否決
関西電力高浜原子力発電所3・4号機の再稼働中止の意見表明を求める
決議 共産 ○ × × × × × 否決

老人医療助成制度の存続・拡充を求める決議 共産 ○ × × × × × 否決
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2015年2月議会　請願の議決結果　3月13日閉会本会議

件名 請願者 紹介議員
会派

賛否の状況 議決
結果共産 自民 民主 公明 創生 維新

奨学金返済・学費負担軽減を求めることに
関する請願

日本民主青年同盟京都府委員会　
委員長　中根葉月　ほか49人 共産 ○ × × × × × 不採択

青年雇用改善を求めることに関する請願 日本民主青年同盟京都府委員会　
委員長　中根葉月　ほか55人 共産 ○ × × × × × 不採択

経ヶ岬・米軍基地の騒音等の対策に関する
請願

安保破棄京都実行委員会　
事務局長　篠原　真弓 共産 ○ × × × × × 不採択

経ヶ岬・米軍基地の騒音等の対策に関する
請願

米軍基地いらない京都府民の会　
事務局長　片岡　明 共産 ○ × × × × × 不採択

老人医療助成制度の存続を求めることに
関する請願 建交労京都支部　委員長　中村　崇 共産 ○ × × × × × 不採択

老人医療助成制度の存続を求めることに
関する請願 京都母親大会連絡会　会長　吉田　文子 共産 ○ × × × × × 不採択

老人医療助成制度の拡充・存続を求めるこ
とに関する請願

宇治の高齢者福祉を進める会　
代表　奥　良子 共産 ○ × × × × × 不採択

老人医療助成制度の拡充・存続を求めるこ
とに関する請願

全日本年金者組合京都府本部　
執行委員長　山崎　彰 共産 ○ × × × × × 不採択

老人医療助成制度の拡充・存続を求めるこ
とに関する請願

新日本婦人の会京都府本部　
会長　森下　総子 共産 ○ × × × × × 不採択

老人医療助成制度の拡充・存続を求めるこ
とに関する請願

京都高齢者運動連絡会　
代表委員　山崎　彰 共産 ○ × × × × × 不採択

老人医療助成制度の拡充・存続を求めるこ
とに関する請願

京都退職教職員の会　
会長　長谷川　英俊 共産 ○ × × × × × 不採択

老人医療助成制度の拡充・存続を求めるこ
とに関する請願

特定非営利活動法人南区高齢者福祉をす
すめる会　会長　井上　志朗 共産 ○ × × × × × 不採択

老人医療助成制度の拡充・存続を求めるこ
とに関する請願　ほか2件

下京区高齢者福祉を良くする会　
代表　小野　克己 共産 ○ × × × × × 不採択

老人医療助成制度の拡充・存続を求めるこ
とに関する請願　ほか3件 京都民医連退職者の会　会長　岡本　康 共産 ○ × × × × × 不採択

年金削減の取り止めと最低保障年金制度
の実現を求めることに関する請願

全日本年金者組合京都府本部　
執行委員長　山崎　彰 共産 ○ × × × × × 不採択

福祉労働者の処遇改善・人材確保に関する
請願

全国福祉保育労働組合京都地方本部　
執行委員長　前田　鉄雄　ほか13,231人 共産 ○ × × × × × 不採択

高浜原子力発電所3、4号機の再稼働に反対
する意見書を求めることに関する請願 榊原義通 共産 ○ × × × × × 不採択

京都府立特別支援学校における教育条件
の充実を求めることに関する請願

京都障害児の生活と教育を豊かにする会
代表　江畑　早苗　ほか5,186人 共産 ○ × × × × × 不採択

TPP交渉に関する請願 農林業と食料・健康を守る京都連絡会　
代表者　安田　豊 共産 ○ × × × × × 不採択

TPP交渉に関する請願
TPP参加反対京都ネットワーク　
代表　京都府保険医協会理事長　垣田　
さち子

共産 ○ × × × × × 不採択

農協改革をはじめとした「農業改革」に関
する請願

農林業と食料・健康を守る京都連絡会　
代表者　安田　豊 共産 ○ × × × × × 不採択

●陳情の紹介（2月議会に提出されたものの一部）
　「老人医療費助成制度の維持、拡充に関する陳情」（京都府保険医協会　理事長　垣田さち子）
　�「高浜原発3・4号機再稼働反対の意見表明と立地自治体並みの安全協定締結等を求めることに関する陳情」（高浜原発再稼働に反
対する京都府民有志　代表　西村　敦子）
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意見書・決議案
討論

馬場 こうへい議員
（京都市伏見区）

3月13日

　

意
見
書
・
決
議
案
は
22
件
提
案
さ
れ
、

自
民
党
提
案
の
「
国
会
に
お
け
る
憲
法

論
議
の
推
進
と
広
く
国
民
的
議
論
の
喚

起
を
求
め
る
意
見
書
案
」
と
自
民
、
民

主
、
公
明
の
３
会
派
提
案
の
「
原
子
力

発
電
所
の
安
全
確
保
等
に
関
す
る
意
見

書
案
」
の
２
件
に
反
対
し
、
そ
の
他
に

は
賛
成
し
ま
し
た
。

　

わ
が
党
提
案
の
「
関
西
電
力
高
浜
原

子
力
発
電
所
３
、
４
号
機
の
再
稼
働
中

止
の
意
見
表
明
を
求
め
る
決
議
案
」
で

は
、
再
稼
働
に
お
墨
付
き
を
与
え
る
府

と
関
電
の
安
全
協
定
締
結
に
対
す
る
府

民
の
怒
り
に
向
き
合
う
よ
う
要
求
。

　

３
会
派
の
決
議
案
は
、
再
稼
働
に
道

筋
を
つ
け
る
も
の
と
し
て
反
対
し
ま
し

た
。

　
「
老
人
医
療
助
成
制
度
の
存
続
・
拡

充
を
求
め
る
決
議
案
」
に
つ
い
て
は
、

制
度
の
維
持
・
拡
充
に
２

万
筆
を
超
え
る
署
名
が
寄

せ
ら
れ
、
11
件
の
陳
情
や

請
願
が
提
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
、
国
の
制

度
改
悪
に
反
対
し
、
制
度

の
継
続
、
拡
充
を
求
め
ま

し
た
。「
大
学
生
に
対
す

る
給
付
制
奨
学
金
の
創
設

を
求
め
る
決
議
案
」
で
は
、

給
付
制
奨
学
金
制
度
を
創

設
す
べ
き
と
強
調
し
ま
し

た
。

　

わ
が
党
提
案
の
「
経
ケ

岬
・
米
軍
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー

ダ
ー
基
地
の
稼
働
停
止
・
基
地
撤
去
を

求
め
る
意
見
書
案
」
に
つ
い
て
は
、「
住

民
の
安
全
第
一
」
と
す
る
と
前
提
条
件

が
崩
れ
去
っ
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
、

知
事
の
責
任
を
追
及
。
労
働
法
制
改
悪

反
対
と
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
・
ブ
ラ
ッ
ク
バ

イ
ト
根
絶
に
関
す
る
両
意
見
書
案
で
は
、

労
働
規
制
を
厳
し
く
守
ら
せ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
。
福
祉
労
働

者
の
処
遇
と
介
護
保
険
の
抜
本
的
見
直

し
を
求
め
る
両
意
見
書
案
に
つ
い
て
は
、

賃
金
の
引
き
上
げ
・
処
遇
改
善
を
行
い
、

正
規
雇
用
化
を
進
め
る
べ
き
だ
と
訴
え

ま
し
た
。

　
「
少
人
数
学
級
の
推
進
に
関
す
る
意

見
書
案
」
で
は
、
教
員
定
数
の
改
善
、

加
配
定
数
削
減
を
行
わ
な
い
こ
と
を
国

に
求
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
。「
農

協
﹃
改
革
﹄
を
は
じ
め
と
し
た
﹃
農
業

改
革
﹄
に
反
対
す
る
意
見
書
案
」、「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の
即
時
撤
退
を
も
と
め

る
意
見
書
案
」
に
つ
い
て
は
、
今
、
農

家
が
求
め
て
い
る
の
は
米
価
暴
落
対
策

や
農
産
物
の
価
格
保
障
、
多
様
な
農
家

経
営
を
支
え
る
農
政
で
あ
る
と
指
摘
。

「
農
業
改
革
」
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
転
換
す
べ

き
と
訴
え
ま
し
た
。

　

自
民
党
提
案
の
「
国
会
に
お
け
る
憲

法
論
議
の
推
進
と
広
く
国
民
的
議
論
の

喚
起
を
求
め
る
意
見
書
案
」
に
つ
い
て

は
、
安
倍
政
権
が
来
年
の
参
院
選
挙
後

に
改
憲
を
策
動
し
、
９
条
を
亡
き
も
の

と
し
再
び
戦
争
す
る
国
へ
後
押
し
す
る

も
の
で
あ
る
と
し
て
、
反
対
し
ま
し
た
。

　1期目最後の議会。知事が関西電力との間
で安全協定を締結し、原発再稼働に実質お墨
付きを与えたことへの府民の怒りの声が、2
度の府庁門前宣伝で上げられる。米軍レー
ダー基地の本格運用が始まり、騒音や交通事
故など地域のみなさんの安心安全なくらしと
いう、大前提が崩れ去り、地元住民から大き
な怒りの声が上がる。そんな中で、みなさん
から寄せられた請願や、陳情を受けた意見書・
決議案の採択のために、討論に立ちました。
　あらためて、知事と一緒になって国の暴走
政治に追従するオール与党の姿勢への怒り
と、この議会を変えることの必要性を胸に刻
む議会となりました。� ［馬場こうへい］

　３月13日の最終本会議の日、自民党議員団から
憲法の改悪に道を開く意見書案が提案されました。
わたしたち日本共産党議員団は「憲法９条をなきも
のにし、再び日本を戦争する国へとする安倍首相の
暴走政治を後押しする」と厳しく批判し反対しまし
たが、自民党はもちろん、公明党、民主党など日本
共産党以外の党がすべて賛成して可決されました。
　国政では「対決」を装う政党を地方議会から見て
みると、まさに「オール与党翼賛議会」です。一人
ぐらい反対する議員はいないのか、と採決のときに
議場を見回しましたが、わが党以外、反対する議員
は、一人もいませんでした。
　一方で、府民の切実な請願にすべて反対した「オー
ル与党」。「オール与党」と「日本共産党」の違いが
より一層鮮明になった議会でした。
　今後とも平和とくらしを守り、府民の要求を実現
するために全力でがんばります。

オール与党との
違いが鮮明に
山内 よし子議員（京都市南区）
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高
浜
原
発
再
稼
働

中
止
を
求
め
る
府
知
事
へ
の

申
し
入
れ

高
浜
原
発
再
稼
働
問
題

まえくぼ義由紀
（宇治市・久御山町）

かみね 史朗
（右京区）

みつなが敦彦
（左京区）

島田 けい子
（右京区）

原田　完
（中京区）

山内 よし子
（南区）

西脇 いく子
（下京区）

さこ 祐仁
（上京区）

本庄 たかお
（山科区）

上原 ゆみ子
（伏見区）

浜田よしゆき
（北区）

成宮 まり子
（西京区）

馬場こうへい
（伏見区）

森下 よしみ
（八幡市）

日本共産党　京都府会議員団

　

日
本
共
産
党
京
都
府
会
議
員
団
は
、
４
月
14
日
、

福
井
地
裁
（
樋
口
英
明
裁
判
長
）
が
、
高
浜
原
発
３
、

４
号
機
の
再
稼
働
を
認
め
な
い
決
定（
仮
処
分
決
定
）

を
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
京
都
府
知
事
と
し
て
、
政

府
や
関
西
電
力
に
対
し
、
高
浜
原
発
再
稼
働
中
止
を

求
め
る
立
場
の
表
明
と
行
動
を
強
く
求
め
る
申
し
入

れ
と
街
頭
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

申
し
入
れ
で
は
、
関
西
電
力
や
政
府
が
今
回
の
福

井
地
裁
の
判
断
や
住
民
の
不
安
に
背
を
向
け
、
再
稼

働
へ
と
暴
走
を
示
し
て
い
る
時
に
、
隣
接
す
る
京
都

府
の
知
事
と
し
て
、

高
浜
原
発
再
稼
働

の
中
止
を
求
め
る

立
場
の
表
明
と
行

動
を
強
く
求
め
て

い
ま
す
。

　

申
し
入
れ
に
対

応
し
た
小
林
危
機

管
理
監
は
、「（
福

井
地
裁
の
判
断
は
）

国
、
規
制
委
員
会

に
対
し
て
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
府

と
し
て
は
説
明
を

求
め
て
い
く
」
と

答
え
る
に
留
ま
り

ま
し
た
。

ブラック企業規制条例を
創設させよう

社会保障の切り捨ては
許せない

さこ 祐仁議員（京都市上京区） 西脇 いく子議員（京都市下京区）

　京都府の労働者の非正規雇用率は、全国ワースト2
位。青年や大学生のみなさんと懇談し、「仕事のシフト
をバイトがつくったり、授業にも出れないブラックな
働き方が常態化」していることを農商工労働常任委員
会でも紹介し、アルバイトや非正規雇用の実情を把握
すること、ブラックバイトも含めた総合的な労働相談
窓口の拡充することなどを盛り込んだ「ブラック企業
規制条例」を作り、「人間らしく働けるルール」を求め
ました。
　また、高い学費を払うために、大学生の二人に一人
が奨学金を借り、卒業しても非正規労働者のため、そ
の返済に支障が出ています。
　世界では当たり前になっている、返済不要の給付型
の奨学金制度を実現し、学生のみなさんが安心して学
べる京都をめざし頑張ります。

　京都府老人医療助成制度改悪案が、共産党以外のす
べての会派による賛成多数で成立し、４月から改悪さ
れてしまいました。これまでの１割負担の医療費が倍
の２割になった結果、これから高齢者の医療やくらし
に大きな影響を与えることは間違いありません。私が
制度の申請をおすすめし、適用され喜んでおられた自
営業の方のところにも先日、医療費負担が変更になる
通知が届き、驚いておられました。
　府も含め多くの行政は、この制度そのものをまとも
に周知する努力もしないまま、「負担が増えるときだけ
その通知を送りつけてくるなんて、本当にひどい」と
の声もあがっています。
　消費税増税の一方で、次から次への社会保障の切り
捨ては、「絶対に認められない」。この声をさらにあげ
ていきます。


